
　　工事現場で警備業務する皆さんが安全ルールの無知や気の緩みにより現場でけがをしたり、させたり、第三者に迷惑をかけたりすると、

　自分が痛いだけでなく、所属会社や契約先、そして社会にも大きな影響を及ぼしかねません。警備対象となるすべての歩行者、車両等に

　対し、絶対に失礼のないよう、横柄な態度での対応や威圧的な誘導は行わないことはもちろん、第三者最優先での誘導に徹してください。

　知らなかった、うっかり守らなかったということは論外です。安全基本ルールをしっかりと確認・認識して良い仕事をお願いします。

１．適正な警備業を実施して安全・安心を提供することにより、工事がスムーズに進行することに寄与する。

２．.交通の円滑に支障をきたすときに、支障を軽減したり事故を未然に防ぐために歩行者や車両等の誘導を行う。

３．工事等が原因で起こる危険を事前に防止する。　また、立哨が第三者の不要意な入場を防ぐ抑止力になる。

　　※単にダンプやトラック等の工事車両の誘導だけではありません！

　１．服装・装備品

　従事する場所は工事現場です。自身が怪我をしないためにも下記装備品を着装し適正に使用してください。　注：現場により異なります

　①ヘルメット　②安全靴　③反射ベスト　④手旗・誘導灯及び警笛　⑤無線機　⑥保護メガネ　⑦切創防止手袋

　　※ヘルメットには新規入場者等シール貼付　　　※夏場は空調服と防暑垂れは必須　　　※警備服の腕まくりは禁止

　２．体調管理

　日常健康管理の基本として血圧測定や検温を行い、KYシート等に記録するようにしてください。そのほか現場の指示に従い、感染予防

　対策をお願いします。また、新型コロナ、インフルエンザ、ノロウイルス等の予防のためにも手洗い・うがいを徹底してください。

　熱中症発症の恐れがある時期においては、こまめな水分塩分補給・休憩を行い、空調服の適正使用などの対策をお願いします。

　　※健康の基本は日常の体調管理です！　　　※体調不良時は無理をせずすぐに報告を！

　３．危険予知活動
　全体朝礼後、各配置場所に分かれますが当日の配置で想定される危険を予知し、その対策について考える。また、配置場所が複雑な上に

　離れる場合も想定されます。各隊員とも連絡・調整を行えるように電話番号を交換して緊急時、体調不良時は速やかに職長に報告する。

　職長は当日の配置場所を確認。また、各自が配置場所で危険がないか指差し確認を行う活動も実施してください。

　　※指差喚呼による安全確認での誘導実施      ※危険予知あるある6の実践　　　

　４．異常時・第三者からの問い合わせ等の報告

　警備員の配置場所は現場のゲート前や、第三者への危険が伴う箇所への配置が多数です。必然的に第三者との接点が多くなります。

　事件・事故はもちろんのこと、第三者からの問い合わせ・クレーム等があれば速やかに職長や工事担当者に報告をお願いします。

　　※後から連絡が入り知らなかったとならないように！　　　※報告の３０分ルール厳守

　５．配置位置・時間

　決められたルールのもとで配置を行っています。位置・時間を守ることはもちろん、ひとり離れた配置場所などの場合でも自らの判断で

　配置を離れないようにお願いします。休憩等で現場を離れる場合は、必ず工事担当者と調整のうえで休憩等の取得お願いします。

　　※入退場時の顔認証を忘れずに！　　　※新規入場者教育で現場ルールを確認

　６．搬出入車両

　配置前に搬入、搬出車両の予定は現場にて工事担当者に確認して、各隊員が情報を共有するようにしてください。

　　※聞いてなかったので知りませんは通用しません！

　７．警備員としての心得

　契約先の警備員であるとの自覚を持ち、各自が受け身にならずに行動する。分からないことがあれば必ず確認をお願いします。

　常に見られていることを意識した立哨姿勢、誘導対応、そして服装の乱れ等がない規律ある行動・言動をお願いします。

　　※警備員は現場の顔です！　　　※あいさつ・声掛けの励行　『ご安全に！』

上記に加えて、工事現場ごとの独自ルールがありますので特に注意する事項を確認して厳守してください。

①新規入場者教育で現場ルールの説明を受け、内容を理解したうえで業務を遂行してください。

②ヒヤリマップ等で工事車両運行ルールを確認して交通災害・トラブル防止に努めてください。

③特に規制がある場合、車両の経路や時間等を道路使用許可で確認して遵守に努めてください。

④地元近隣との約束事(協定書)がある場合は、内容を確認したうえで確実に履行してください。

　※その他、わからないことがあればその都度確認しての業務遂行をお願いします。

株式会社ZIPセキュリティーサービスご安全に！

警備員の任務

工事現場ごとの独自ルール

交通誘導警備員現場心得
工事現場の安全基本ルール

『安全が第一』


